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研究科科長の挨拶 
平成 25年 4月から連合獣医学研究科長を拝命いたしました。3期目の就任となりますが、学部レベ

ルでの獣医学教育の改革が進む中、大学院教育におきましても改革の時期を迎えつつあります。大

学院教育は、国際的な学術活動を支える根幹であると共に将来のリーダー養成の場であることから、

これまでに以上に構成員の皆様方のご理解とご協力をお願いする次第です。（研究科長：石黒直隆） 

 

 

 

この岐阜大学大学院連合獣医学研究科ニュースに対するご意見・ご感想は、事務局(058-293-2987)までお寄せ下さい。 

 

 

代議委員会ニュース 

5月 24日 第 2回代議委員会（東京） 

6月 10日 前期学位論文提出締切 

6月 14日 第 3回代議委員会（帯広） 

      4大学学長間会議（帯広畜産大学） 

 

行事予定 

  平成 25年度入学式 

平成 25年度前期の入学式が 4月 12日、連合農学研究科

と合同で岐阜大学講堂にて挙行されました。本研究科で

は、新たに 21名の入学者を迎えました。入学式で、森学

長は、地道な日々の努力の積み上げが研究活動では大切

であると新入生を励まされました。入学式と記念撮影の

後、新入生に向けたガイダンスを連合大学院棟で実施し

ました。 

 

「研究科長裁量経費事業の見直し」 

研究科長裁量経費による大学院生への研究支援を開始 

して 5年を経過し、また、教員による共同研究を開始し 

て 3年を経過いたします。両事業とも開始当初は、多く 

の方が応募していただき、活力ある事業として運営して 

まいりましたが、右図に示すごとく応募者数の減少とと 

もに支援経費の使用に遅延が目立ち始めました。 

また、大学院 GPと海外若手研究者派遣プログラムなどの 

外部資金による支援も 24年度で終了し、本年度からは、 

これまでの事業を研究科の運営費にて実施することになり 

ます。そこで、これまで実施してきた研究科長裁量経費に 

よる事業内容を見直し、「若手研究者育成プログラム」と「海外派遣プログラム」に再編成し、

若手研究者育成に重点を置いた内容に変更すべく検討を開始しました。 

 
「新専任教員の挨拶」 

2013 年 4 月に農林水産省 動物医薬品検査所から連合獣医学研究科 専任教員として着任しまし

た。専任教員として４大学と４連携機関とともに連合獣医学研究科の特徴を引き出せるような教

育や運営に取り組んでいきたいと考えています。皆様のご指導とお力添えを賜りますよう、よろ

しくお願いいたします。（専任教員：浅井鉄夫） 

 

４月からの新事務局組織 
室長  正村隆弘 
係長  岸尾奈津子 

主任  河合裕子（学務担当）       
事務員 林奈穂美（会計、経理担当）    
事務員 牧野貴子（学位、事業担当） 

事務員 大原輝美（広報、英語担当） 


